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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医用情報を作成する医用情報作成装置であって、
　所見に含まれる所定の文字列と当該文字列に対応する部位を医用画像中に明示するアノ
テーションとの対応関係が表示部に表示されるように制御する制御情報を記憶する制御情
報記憶手段と、
　所見に含まれる所定の文字列と所定のアノテーションとが対応関係にあることを指定す
る対応関係指定を受け付けるとともに、複数の医用画像の中から、前記アノテーションが
入力された医用画像を特定する対応関係指定受付手段と、
　前記対応関係指定受付手段によって対応関係指定が受け付けられると、特定された前記
医用画像を識別する識別情報を、前記文字列と前記アノテーションとの組合せに対応付け
て、前記制御情報記憶手段に格納する格納手段と、
　を備えたことを特徴とする医用情報作成装置。
【請求項２】
　前記アノテーションを表示部に表示する際の表示態様に関する指定を受け付ける表示態
様受付手段をさらに備え、
　前記格納手段は、前記制御情報として、前記表示態様受付手段によって受け付けられた
表示態様に関する指定も前記制御情報記憶手段に格納することを特徴とする請求項１に記
載の医用情報作成装置。
【請求項３】
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　前記対応関係指定受付手段は、表示部に表示された所見に含まれる所定の文字列の選択
を受け付けるとともに、当該表示部に表示された医用画像中に作成された所定のアノテー
ションの選択を受け付け、選択を受け付けたアノテーションが当該表示部における表示画
面上を移動され、選択を受け付けた所定の文字列に重ねられることで、前記対応関係指定
を受け付けることを特徴とする請求項１または２に記載の医用情報作成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医用情報作成装置および医用情報表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療現場において、医用情報としての所見は、多くの場合、医用画像を用いて作成され
る。例えば、読影医は、ＭＲＩ（Magnetic　Resonance　Imaging）装置などによって撮影
された医用画像を読影し、医用画像中の所定の部位について読影した内容を所見に記載す
る。具体例を挙げると、例えば、読影医は、医用画像中の『骨頭下』について『外反変形
』を読影すると、「骨頭下に外反変形があります。」と所見に記載する。
【０００３】
　このように、所見と医用画像との間には対応関係が存在することから、従来、所見に含
まれる所定の文字列と当該所見に対応する医用画像とをハイパーリンクによって対応づけ
る手法がある。この手法によれば、例えば、所見参照者によって所見に含まれる文字列「
外反変形」に設定されたハイパーリンクが実行されると、当該ハイパーリンクによって対
応づけられた医用画像がモニタに表示される。
【０００４】
　なお、所見や医用画像に関する技術としては、例えば、所見や医用画像から情報を取得
し、取得した情報から医用画像診断装置に対する検査依頼の内容を構築するシステムが開
示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１４３７６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記した従来の技術では、所定の文字列に該当する部位が医用画像中のどの
部位であるのかを特定することが難しいという課題があった。例えば、所見参照者によっ
て文字列「外反変形」に設定されたハイパーリンクが実行されると、当該ハイパーリンク
によって対応づけられた医用画像がモニタに表示されるが、所見参照者は、「外反変形」
の部位が当該医用画像中のどの部位であるのかを容易に特定することができない。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記した従来の技術の課題を解決するためになされたものであり、
所定の文字列に該当する部位が医用画像中のどの部位であるのかを容易に特定することが
可能な医用情報作成装置および医用情報表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明は、医用情報を作成する医用情報
作成装置であって、医用情報に含まれる所定の文字列と当該文字列に対応する部位を医用
画像中に明示するアノテーションとの対応関係が表示部に表示されるように制御する制御
情報を記憶する制御情報記憶手段と、所定の文字列と所定のアノテーションとが対応関係
にあることを指定する対応関係指定を受け付ける対応関係指定受付手段と、前記対応関係
指定受付手段によって対応関係指定が受け付けられると、当該対応関係指定によって指定
された文字列と当該対応関係指定によって指定されたアノテーションとの対応関係を表示
部に表示するように制御する制御情報を前記制御情報記憶手段に格納する格納手段と、を
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備えたことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、医用情報と医用画像とを表示部に表示する医用情報表示装置であって
、医用情報に含まれる所定の文字列と当該文字列に対応する部位を医用画像中に明示する
アノテーションとの対応関係を表示部に表示するように制御する制御情報を記憶する制御
情報記憶手段と、前記医用情報に含まれる所定の文字列を用いて前記制御情報記憶手段を
検索し、当該文字列に対応する制御情報を取得する制御情報取得手段と、前記制御情報取
得手段によって取得された制御情報に従って、前記文字列と当該文字列に対応する部位を
医用画像中に明示するアノテーションとの対応関係を表示部に表示する表示手段と、を備
えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、所定の文字列に該当する部位が医用画像中のどの部位であるのかを容
易に特定することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係る医用情報作成装置および医用情報表示装置の
実施例を詳細に説明する。なお、以下では、医用情報作成装置は、レポート作成支援装置
とレポート設定情報記憶装置とで構成されることを想定し、医用情報表示装置は、レポー
ト表示装置とレポート設定情報記憶装置とで構成されることを想定する。まず、実施例１
におけるレポート表示装置およびレポート設定情報記憶装置の概要を説明し、続いて、実
施例１におけるレポート作成支援装置、レポート設定情報記憶装置、およびレポート表示
装置の構成、処理手順、実施例１の効果を順に説明する。次に、他の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１２】
［実施例１におけるレポート表示装置およびレポート設定情報記憶装置の概要］
　図１を用いて、実施例１におけるレポート表示装置およびレポート設定情報記憶装置の
概要を説明する。図１は、実施例１におけるレポート表示装置およびレポート設定情報記
憶装置の概要を説明するための図である。
【００１３】
　実施例１におけるレポート設定情報記憶装置は、図１に示すように、所定の文字列とア
ノテーションとの対応関係をモニタに表示するように制御する制御情報をハイパーリンク
情報記憶部に記憶する。ここで、アノテーションとは、文字列に対応する部位を医用画像
中に明示するオブジェクトのことである。
【００１４】
　例えば、ハイパーリンク情報記憶部は、制御情報として、所定の文字列「左前頭葉皮質
（１行目）」と「Ｔ２強調像：アノテーションＮｏ．１」とを対応づけて記憶する。この
制御情報は、所見の「１行目」に含まれる文字列「左前頭葉皮質」に設定されたハイパー
リンクが実行されると、当該ハイパーリンクによって対応づけられた医用画像である「Ｔ
２強調像」をモニタに表示するとともに、「Ｔ２強調像」に含まれる「アノテーションＮ
ｏ．１」を強調表示するように制御することを示す。
【００１５】
　すなわち、実施例１におけるレポート表示装置は、レポート参照者によってクリックさ
れることで、所見の「１行目」に含まれる文字列「左前頭葉皮質」に設定されたハイパー
リンクが実行されると、文字列「左前頭葉皮質（１行目）」を用いてハイパーリンク情報
記憶部を検索し、「Ｔ２強調像：アノテーションＮｏ．１」を取得する。そして、レポー
ト表示装置は、図１に示すように、医用画像「Ｔ２強調像」をモニタに表示するとともに
、部位「左前頭葉皮質」を医用画像「Ｔ２強調像」中に明示するアノテーションを強調表
示する。
【００１６】



(4) JP 5317558 B2 2013.10.16

10

20

30

40

50

　また、実施例１におけるレポート表示装置は、複数の文字列各々が、１つの医用画像中
の複数のアノテーション各々に対応する場合にも、所定の文字列と所定のアノテーション
との対応関係をモニタに表示する。
【００１７】
　例えば、所見の３行目に含まれる文字列「左前頭葉皮質」、所見に含まれる文字列「左
中心前回」、「頭頂葉」各々が、１つの医用画像「拡散強調像」中のアノテーション「ア
ノテーションＮｏ．１」、「アノテーションＮｏ．２」、「アノテーションＮｏ．３」各
々に対応する場合には、ハイパーリンク情報記憶部は、制御情報として、図１に示すよう
な制御情報を記憶する。すなわち、文字列「左前頭葉皮質（３行目）」と「拡散強調像：
アノテーションＮｏ．１」とを対応づけて記憶し、文字列「左中心前回」と「拡散強調像
：アノテーションＮｏ．２」とを対応づけて記憶し、文字列「頭頂葉」と「拡散強調像：
アノテーションＮｏ．３」とを対応づけて記憶する。
【００１８】
　すると、実施例１におけるレポート表示装置は、例えば、レポート参照者によってクリ
ックされることで、所見に含まれる文字列「左中心前回」に設定されたハイパーリンクが
実行されると、図１に示すように、医用画像「拡散強調像」をモニタに表示するとともに
、部位「左中心前回」を医用画像「拡散強調像」中に明示するアノテーションを強調表示
する。
【００１９】
　このように、実施例１によれば、所見に含まれる所定の文字列と所定のアノテーション
との対応関係をモニタに表示するように制御する制御情報が予め設定され、レポート表示
装置は、予め設定された制御情報に従ってアノテーションをモニタに表示する。このよう
なことから、レポート参照者は、所定の文字列に該当する部位が医用画像中のどの部位で
あるのかを容易に特定することが可能になる。
【００２０】
［実施例１におけるレポート作成支援装置、レポート設定情報記憶装置、およびレポート
表示装置の構成］
　次に、図２～図７を用いて、実施例１におけるレポート作成支援装置、レポート設定情
報記憶装置、およびレポート表示装置の構成を説明する。図２は、レポート作成支援装置
、レポート設定情報記憶装置、およびレポート表示装置を含むＰＡＣＳ（Picture　Archi
ving　and　Communication　System）の全体構成を示すブロック図である。図２に示すよ
うに、実施例１においては、医用画像診断装置３００と、医用画像保管装置４００と、レ
ポート作成支援装置１００と、レポート設定情報記憶装置２００と、レポート表示装置５
００とが、ＰＡＣＳのネットワーク１を介して相互に接続される。
【００２１】
　なお、図２においては、医用画像診断装置３００、医用画像保管装置４００、レポート
作成支援装置１００、およびレポート設定情報記憶装置２００を診断部門およびレポート
作成部門と位置づけ、レポート表示装置５００をレポート参照部門と位置づけるが、ＰＡ
ＣＳの全体構成はこれに限られるものではない。例えば、レポート作成支援装置１００と
レポート表示装置５００とが物理的に同じ装置で構成されていてもよく、レポート作成部
門に属する装置が、同時にレポート参照部門に属していてもよい。
【００２２】
　医用画像診断装置３００は、Ｘ線ＣＴ（Computed　Tomography）装置やＭＲＩ装置など
であり、被検体を撮影することで投影データを取得し、取得した投影データを再構成する
ことで断面像データを生成する。医用画像保管装置４００は、医用画像を保管する。具体
的には、医用画像診断装置３００によって生成された断面像データを保管する。レポート
設定情報記憶装置２００、レポート作成支援装置１００、レポート表示装置５００につい
ては、以下、順に説明する。
【００２３】
［レポート設定情報記憶装置］
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　まず、図３～図５を用いて、レポート設定情報記憶装置２００の構成を説明する。図３
は、レポート作成支援装置およびレポート設定情報記憶装置の構成を示すブロック図であ
り、図４は、レポート記憶部を説明するための図であり、図５は、ハイパーリンク情報記
憶部を説明するための図である。
【００２４】
　図３に示すように、レポート設定情報記憶装置２００は、特に、通信部２１０とレポー
ト記憶部２２０とハイパーリンク情報記憶部２２１とを備える。
【００２５】
　通信部２１０は、ＰＡＣＳのネットワーク１を介して他の装置と通信を行う。具体的に
は、通信部２１０は、レポート作成支援装置１００やレポート表示装置５００と通信を行
う。
【００２６】
　レポート記憶部２２０は、所見や付帯情報などを含むレポートを記憶する。具体的には
、レポート記憶部２２０は、通信部２１０と接続され、レポート記憶部２２０が記憶する
レポートは、レポート作成支援装置１００によって格納され、レポート表示装置５００に
よって参照される。
【００２７】
　例えば、レポート記憶部２２０は、図４に示すように、レポートを記憶する。すなわち
、実施例１におけるレポート記憶部２２０は、レポートを一意に識別するレポートＵＩＤ
、画像データを一意に識別する画像ＵＩＤ、患者を一意に識別する患者ＩＤ、患者名など
の付帯情報と、所見とを対応づけて記憶する。
【００２８】
　ハイパーリンク情報記憶部２２１は、所見に含まれる所定の文字列と所定のアノテーシ
ョンとの対応関係をモニタに表示するように制御する制御情報であるハイパーリンク情報
を記憶する。具体的には、ハイパーリンク情報記憶部２２１は、通信部２１０と接続され
、ハイパーリンク情報記憶部２２１が記憶するハイパーリンク情報は、レポート作成支援
装置１００によって格納され、レポート表示装置５００によって利用される。
【００２９】
　例えば、ハイパーリンク情報記憶部２２１は、図５に示すように、ハイパーリンク情報
を記憶する。すなわち、実施例１におけるハイパーリンク情報記憶部２２１は、レポート
ＵＩＤとハイパーリンク情報とを対応づけて記憶する。
【００３０】
　また、実施例１におけるハイパーリンク情報記憶部２２１は、ハイパーリンク情報とし
て、画像ＵＩＤと、所見に含まれる文字列を示す所見文字列と、文字列の位置を示す文字
列位置と、アノテーションのオブジェクトの種類を示すオブジェクト種別と、オブジェク
トをモニタに表示する際に必要となる情報を示すオブジェクト情報とを対応づけて記憶す
る。
【００３１】
　たとえば、ハイパーリンク情報記憶部２２１は、ハイパーリンク情報として、画像ＵＩ
Ｄ「20080616－MRI10－51」と、所見文字列「左前頭葉皮質」と、文字列位置「Ｌ１」と
、オブジェクト種別「手書き」と、オブジェクト情報「座標：（ｘ１、ｙ１）」とを対応
づけて記憶する。このハイパーリンク情報は、所見の「１行目」に含まれる文字列「左前
頭葉皮質」に設定されたハイパーリンクが実行されると、画像ＵＩＤ「20080616－MRI10
－51」によって識別される画像データをモニタに表示するとともに、「手書き」オブジェ
クトを座標「（ｘ１、ｙ１）」の位置に表示するように制御することを示す。
【００３２】
［レポート作成支援装置］
　次に、図３を用いて、レポート作成支援装置１００の構成を説明する。図３に示すよう
に、レポート作成支援装置１００は、特に、通信部１１０と入力部１１１とレポート表示
部１１２と医用画像表示部１１３とレポート端末部１２０と画像ビューア部１３０とを備
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える。
【００３３】
　通信部１１０は、ＰＡＣＳのネットワーク１を介して他の装置と通信を行う。具体的に
は、通信部１１０は、医用画像保管装置４００やレポート設定情報記憶装置２００と通信
を行う。
【００３４】
　入力部１１１は、レポートやアノテーション、ハイパーリンクを入力する。具体的には
、入力部１１１は、レポート端末部１２０や画像ビューア部１３０と接続され、例えば、
レポート作成者によって入力されたレポートをレポート端末部１２０に入力する。また、
入力部１１１は、レポート作成者によって入力されたアノテーションを画像ビューア部１
３０に入力する。また、入力部１１１は、レポート作成者によって指定されたハイパーリ
ンクをレポート端末部１２０や画像ビューア部１３０に入力する。例えば、入力部１１１
は、キーボードやマウスなどによって実現される。
【００３５】
　レポート表示部１１２は、レポートを表示する。具体的には、レポート表示部１１２は
、レポート端末部１２０と接続され、レポート端末部１２０によって受け付けられたレポ
ートを表示する。例えば、レポート表示部１１２は、モニタなどによって実現される。
【００３６】
　医用画像表示部１１３は、医用画像やアノテーションを表示する。具体的には、医用画
像表示部１１３は、画像ビューア部１３０と接続され、画像ビューア部１３０によって受
け付けられた医用画像やアノテーションを表示する。例えば、医用画像表示部１１３は、
モニタなどによって実現される。
【００３７】
　レポート端末部１２０は、図３に示すように、レポート受付部１２１と、ハイパーリン
ク受付部１２２と、キー画像ハイパーリンク部１２３と、アノテーションハイパーリンク
部１２４とを備える。
【００３８】
　レポート受付部１２１は、レポート作成者によって作成されるレポートの入力を受け付
ける。具体的には、レポート受付部１２１は、入力部１１１とレポート表示部１１２と画
像ビューア部１３０の医用画像受付部１３１と接続され、入力部１１１によって入力され
たレポートをレポート表示部１１２に表示したり、入力部１１１によって入力された付帯
情報を医用画像受付部１３１に通知する。
【００３９】
　ここで、実施例１におけるレポートは、患者ＩＤ、患者名、検査ＩＤ、装置ＩＤなどの
付帯情報と所見とを含む情報であり、また、所定の医用画像（もしくは医用画像群）と対
応づけられる情報である。このため、実施例１におけるレポート受付部１２１は、まず、
患者ＩＤ、患者名、検査ＩＤ、装置ＩＤを受け付けると、これらの付帯情報を医用画像受
付部１３１に通知し、医用画像受付部１３１において検索された画像ＵＩＤを医用画像受
付部１３１から通知される。レポート受付部１２１は、次に、所見を受け付け、付帯情報
と所見とを含むレポートにレポートＵＩＤを付与すると、レポートＵＩＤ、画像ＵＩＤ、
付帯情報、所見などを対応づけてレポート設定情報記憶装置２００のレポート記憶部２２
０に格納する。
【００４０】
　ハイパーリンク受付部１２２は、レポート作成者によって作成されるハイパーリンクの
指定を受け付ける。ここで、ハイパーリンクとは、所見に含まれる所定の文字列と医用画
像に含まれる所定のアノテーションとが対応関係にあることを指定するものである。具体
的には、ハイパーリンク受付部１２２は、入力部１１１とレポート表示部１１２と画像ビ
ューア部１３０のアノテーション受付部１３２と接続され、入力部１１１によって入力さ
れた文字列の選択やドラッグ＆ドロップをレポート表示部１１２に表示したり、アノテー
ション受付部１３２からアノテーションのオブジェクト種別やオブジェクト情報を通知さ
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れる。
【００４１】
　ここで、実施例１においては、レポート端末部１２０側では、ハイパーリンク受付部１
２２が所定の文字列の選択を受け付け、一方、画像ビューア部１３０側では、アノテーシ
ョン受付部１３２が所定のアノテーションを受け付ける。また、ハイパーリンク受付部１
２２、アノテーション受付部１３２各々が、ハイパーリンクの指定、すなわち、ドラッグ
＆ドロップを受け付け、アノテーション受付部１３２が、画像ＵＩＤ、アノテーションの
オブジェクト種別やオブジェクト情報をハイパーリンク受付部１２２に通知することで、
ハイパーリンク受付部１２２が、所定の文字列と所定のアノテーションとをハイパーリン
クするための制御情報を作成する。
【００４２】
　キー画像ハイパーリンク部１２３は、所見とキー画像との対応関係をハイパーリンク情
報として格納する。ここで、キー画像とは、レポートに対応づけられる医用画像が複数で
あった場合に（医用画像群であった場合に）、所見に含まれる所定の文字列に対応づけら
れる所定の医用画像のことである。具体的には、キー画像ハイパーリンク部１２３は、ハ
イパーリンク受付部１２２と通信部１１０と接続され、ハイパーリンク受付部１２２から
通知されたレポートＵＩＤと画像ＵＩＤとを対応づけて、レポート設定情報記憶装置２０
０のハイパーリンク情報記憶部２２１に格納する。
【００４３】
　アノテーションハイパーリンク部１２４は、所定の文字列と所定のアノテーションとの
対応関係をハイパーリンク情報として格納する。具体的には、アノテーションハイパーリ
ンク部１２４は、ハイパーリンク受付部１２２と通信部１１０と接続され、ハイパーリン
ク受付部１２２から通知された文字列に関する情報（選択された文字列および文字列位置
）とアノテーションに関する情報（オブジェクト種別およびオブジェクト情報）とを対応
づけて、レポート設定情報記憶装置２００のハイパーリンク情報記憶部２２１に格納する
。
【００４４】
　画像ビューア部１３０は、図３に示すように、医用画像受付部１３１と、アノテーショ
ン受付部１３２とを備える。
【００４５】
　医用画像受付部１３１は、レポートに対応づけられる医用画像を表示する。具体的には
、医用画像受付部１３１は、レポート受付部１２１と医用画像表示部１１３と接続され、
患者ＩＤ、患者名、検査ＩＤ、装置ＩＤなどの付帯情報をレポート受付部１２１から通知
されると、これらの付帯情報を用いて医用画像保管装置４００を検索し、付帯情報に対応
づけられる医用画像（もしくは医用画像群）を取得する。そして、医用画像受付部１３１
は、取得した医用画像（もしくは医用画像群）を医用画像表示部１１３に表示する。また
、医用画像受付部１３１は、取得した医用画像（もしくは医用画像群）を識別する画像Ｕ
ＩＤをレポート受付部１２１に通知する。
【００４６】
　アノテーション受付部１３２は、レポート作成者によって作成されるハイパーリンクの
指定を受け付ける。具体的には、アノテーション受付部１３２は、入力部１１１と医用画
像表示部１１３とハイパーリンク受付部１２２と接続され、入力部１１１によって入力さ
れたアノテーションやドラッグ＆ドロップを医用画像表示部１１３に表示したり、アノテ
ーションが入力された画像の画像ＵＩＤ、アノテーションのオブジェクト種別やオブジェ
クト情報をハイパーリンク受付部１２２に通知する。
【００４７】
［レポート表示装置］
　次に、図６および図７を用いて、レポート表示装置５００の構成を説明する。図６は、
レポート表示装置およびレポート設定情報記憶装置の構成を示すブロック図であり、図７
は、アノテーションオブジェクト記憶部を説明するための図である。
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【００４８】
　図６に示すように、レポート表示装置５００は、特に、通信部５１０と入力部５１１と
レポート表示部５１２と医用画像表示部５１３とレポート端末部５２０と画像ビューア部
５３０とを備える。
【００４９】
　通信部５１０は、ＰＡＣＳのネットワーク１を介して他の装置と通信を行う。具体的に
は、通信部５１０は、医用画像保管装置４００やレポート設定情報記憶装置２００と通信
を行う。
【００５０】
　入力部５１１は、患者ＩＤ、患者名、検査ＩＤ、装置ＩＤなどを入力する。具体的には
、入力部５１１は、レポート端末部５２０のレポート選択受付部５２１と接続され、例え
ば、レポート参照者によって入力された患者ＩＤ、患者名、検査ＩＤ、装置ＩＤなどをレ
ポート選択受付部５２１に入力する。例えば、入力部５１１は、キーボードなどによって
実現される。
【００５１】
　レポート表示部５１２は、レポートを表示する。具体的には、レポート表示部５１２は
、レポート端末部５２０と接続され、レポート選択受付部５２１によって受け付けられた
レポートを表示する。例えば、レポート表示部５１２は、モニタなどによって実現される
。
【００５２】
　医用画像表示部５１３は、医用画像やアノテーションを表示する。具体的には、医用画
像表示部５１３は、画像ビューア部５３０と接続され、画像ビューア部５３０の医用画像
表示制御部５３１やアノテーション表示制御部５３３によって制御されることで、医用画
像やアノテーションを表示する。例えば、医用画像表示部５１３は、モニタなどによって
実現される。
【００５３】
　レポート端末部５２０は、図６に示すように、レポート選択受付部５２１と、ハイパー
リンク選択受付部５２２とを備える。
【００５４】
　レポート選択受付部５２１は、レポート参照者によって入力されるレポート選択を受け
付ける。具体的には、レポート選択受付部５２１は、入力部５１１と通信部５１０とレポ
ート表示部５１２と画像ビューア部５３０の医用画像表示制御部５３１と接続され、入力
部５１１によって入力された患者ＩＤ、患者名、検査ＩＤ、装置ＩＤなどの付帯情報を用
いてレポート設定情報記憶装置２００のレポート記憶部２２０を検索する。そして、レポ
ート選択受付部５２１は、検索したレポートをレポート表示部５１２に表示する。また、
レポート選択受付部５２１は、レポートを検索した際に画像ＵＩＤを取得し、取得した画
像ＵＩＤを医用画像表示制御部５３１に通知する。
【００５５】
　ハイパーリンク選択受付部５２２は、レポート参照者によって入力されるハイパーリン
ク選択を受け付ける。具体的には、ハイパーリンク選択受付部５２２は、入力部５１１と
レポート表示部５１２と画像ビューア部５３０の医用画像表示制御部５３１やアノテーシ
ョン表示制御部５３３と接続され、入力部５１１によって入力されたハイパーリンクの選
択を受け付けると、選択されたハイパーリンク（所定の文字列）を用いてレポート設定情
報記憶装置２００のハイパーリンク情報記憶部２２１を検索する。そして、ハイパーリン
ク選択受付部５２２は、所定の文字列に対応づけて記憶されている画像ＵＩＤ、オブジェ
クト種別、オブジェクト情報を取得し、取得したこれらの情報を医用画像表示制御部５３
１やアノテーション表示制御部５３３に通知する。
【００５６】
　画像ビューア部５３０は、図６に示すように、アノテーションオブジェクト記憶部５３
２と、医用画像表示制御部５３１と、アノテーション表示制御部５３３とを備える。
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【００５７】
　アノテーションオブジェクト記憶部５３２は、オブジェクト種別と、医用画像表示部５
１３にオブジェクトを出力する際の出力形態とを対応づけて記憶する。具体的には、アノ
テーションオブジェクト記憶部５３２は、アノテーション表示制御部５３３と接続され、
アノテーションオブジェクト記憶部５３２が記憶する情報は、アノテーション表示制御部
５３３による処理に利用される。
【００５８】
　例えば、アノテーションオブジェクト記憶部５３２は、図７に示すような情報を記憶す
る。例えば、オブジェクト種別「円形」が指定され、オブジェクト情報として半径と座標
とが指定された場合には、指定された半径と座標とに基づいて出力形態に記載されている
形態のオブジェクトを出力することを示す。
【００５９】
　医用画像表示制御部５３１は、医用画像の表示を制御する。具体的には、医用画像表示
制御部５３１は、レポート選択受付部５２１とハイパーリンク選択受付部５２２と医用画
像表示部５１３と接続され、レポート選択受付部５２１によって受け付けられたレポート
に対応づけられる医用画像（もしくは医用画像群）を医用画像表示部５１３に表示したり
、ハイパーリンク選択受付部５２２から通知された画像ＵＩＤによって識別される医用画
像（文字列に対応づけられる医用画像）を医用画像表示部５１３に表示する。
【００６０】
　アノテーション表示制御部５３３は、アノテーションの表示を制御する。具体的には、
アノテーション表示制御部５３３は、ハイパーリンク選択受付部５２２とアノテーション
オブジェクト記憶部５３２と医用画像表示部５１３とに接続され、ハイパーリンク選択受
付部５２２から通知されたオブジェクト種別を用いてアノテーションオブジェクト記憶部
５３２を検索し、ハイパーリンク選択受付部５２２から通知されたオブジェクト情報に基
づいてオブジェクトを医用画像表示部５１３に表示する。
【００６１】
［実施例１におけるレポート作成支援装置およびレポート表示装置による処理手順］
　次に、図８－１、図８－２、図９－１および図９－２を用いて、実施例１におけるレポ
ート作成支援装置およびレポート表示装置による処理手順を説明する。図８－１および図
８－２は、実施例１におけるレポート作成支援装置による処理手順を示すフローチャート
であり、図９－１および図９－２は、実施例１におけるレポート表示装置による処理手順
を示すフローチャートである。
【００６２】
　まず、レポート作成支援装置による処理手順を説明する。図８－１および図８－２に示
すように、実施例１においては、レポート端末部１２０と画像ビューア部１３０とが併行
して処理を行う。
【００６３】
　レポート端末部１２０は、レポート受付部１２１において、患者ＩＤ、患者名、検査Ｉ
Ｄ、装置ＩＤなどの付帯情報の入力を受け付け（ステップＳ１０１～Ｓ１０４）、受け付
けた付帯情報を画像ビューア部１３０の医用画像受付部１３１に通知する（ステップＳ１
０５）。
【００６４】
　一方、画像ビューア部１３０は、医用画像受付部１３１において、付帯情報をレポート
受付部１２１から通知されたか否かを判定している（ステップＳ２０１）。通知された場
合には（ステップＳ２０１肯定）、医用画像受付部１３１は、通知された付帯情報を利用
して医用画像保管装置４００を検索し、付帯情報に対応づけて記憶されている画像ＵＩＤ
によって特定される医用画像（もしくは医用画像群）を取得して、医用画像表示部１１３
に表示する（ステップＳ２０２）。なお、ステップＳ２０２において、医用画像受付部１
３１は、画像ＵＩＤをレポート受付部１２１に通知しておく。
【００６５】
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　さて、レポート端末部１２０のレポート受付部１２１は、ステップＳ１０５において付
帯情報を医用画像受付部１３１に通知した後、所見の入力を受け付けたか否かを判定して
いる（ステップＳ１０６）。所見の入力を受け付けた場合には（ステップＳ１０６肯定）
、レポート受付部１２１は、レポートにレポートＵＩＤを付与し、付与したレポートＵＩ
Ｄ、医用画像受付部１３１から通知された画像ＵＩＤ、その他患者ＩＤ、患者名などの付
帯情報や所見をレポート設定情報記憶装置２００のレポート記憶部２２０に格納する（ス
テップＳ１０７）。
【００６６】
　次に、レポート端末部１２０は、ハイパーリンク受付部１２２において、ハイパーリン
クの作成開始を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ１０８）。例えば、ハイパーリ
ンク受付部１２２は、レポート表示部１１２に表示された「ハイパーリンク作成」のボタ
ンが押下されたか否かを判定することなどによって、ハイパーリンクの作成開始を受け付
けたか否かを判定する。
【００６７】
　そして、ハイパーリンクの作成開始を受け付けた場合には（ステップＳ１０８肯定）、
続いて、ハイパーリンク受付部１２２は、所見に含まれる所定の文字列の選択を受け付け
たか否かを判定する（ステップＳ１０９）。
【００６８】
　なお、ハイパーリンクの作成開始を受け付けない場合には（ステップＳ１０８否定）、
ハイパーリンク受付部１２２は、レポート作成の終了を受け付けたか否かを判定する（ス
テップＳ１１４）。例えば、ハイパーリンク受付部１２２は、レポート表示部１１２に表
示された「レポート作成終了」のボタンが押下されたか否かを判定することなどによって
、レポート作成の終了を受け付けたか否かを判定する。レポート作成の終了を受け付けた
場合には（ステップＳ１１４肯定）、ハイパーリンク受付部１２２は、レポート作成の終
了を画像ビューア部１３０のアノテーション受付部１３２に通知して（ステップＳ１１５
）、処理を終了する。受け付けない場合には（ステップＳ１１４否定）、ハイパーリンク
受付部１２２は、再び、ステップＳ１０８に戻る。
【００６９】
　一方、画像ビューア部１３０は、ステップＳ２０２において医用画像（もしくは医用画
像群）を医用画像表示部１１３に表示した後、アノテーション受付部１３２において、ア
ノテーションの入力を受け付けたか否かを判定している（ステップＳ２０３）。
【００７０】
　なお、アノテーションの入力を受け付けない場合には（ステップＳ２０３否定）、アノ
テーション受付部１３２は、レポート作成の終了を通知された否かを判定する（ステップ
Ｓ２０６）。レポート作成の終了を通知された場合には（ステップＳ２０６肯定）、アノ
テーション受付部１３２は、処理を終了し、通知されていない場合には（ステップＳ２０
６否定）、再び、ステップＳ２０３に戻る。
【００７１】
　さて、レポート端末部１２０は、ハイパーリンク受付部１２２において、所見に含まれ
る所定の文字列の選択を受け付けたと判定した場合には（ステップＳ１０９肯定）、続い
て、アノテーションのドラッグ＆ドロップを受け付けたか否かを判定する（ステップＳ１
１０）。一方、画像ビューア部１３０も、アノテーション受付部１３２において、アノテ
ーションの入力を受け付けたと判定した場合には（ステップＳ２０３肯定）、続いて、ア
ノテーションのドラッグ＆ドロップを受け付けたか否かを判定する（ステップＳ２０４）
。
【００７２】
　画像ビューア部１３０のアノテーション受付部１３２は、アノテーションのドラッグ＆
ドロップを受け付けたと判定した場合には（ステップＳ２０４肯定）、アノテーションの
オブジェクト種別およびオブジェクト情報をレポート端末部１２０のハイパーリンク受付
部１２２に通知する（ステップＳ２０５）。なお、ステップＳ２０２において医用画像群
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が表示されている場合には、アノテーションは、所定の医用画像について入力されている
はずである。このため、このような場合には、アノテーション受付部１３２は、アノテー
ションが入力された医用画像を識別する画像ＵＩＤも併せて通知する。
【００７３】
　一方、レポート端末部１２０のハイパーリンク受付部１２２は、アノテーションのドラ
ッグ＆ドロップを受け付けたと判定した場合には（ステップＳ１１０肯定）、画像ビュー
ア部１３０から通知されたオブジェクト種別およびオブジェクト情報と、ステップＳ１０
９において選択された文字列および文字列位置とを対応づけて、レポート端末部１２０の
メモリに一時記憶する（ステップＳ１１１）。なお、画像ビューア部１３０から画像ＵＩ
Ｄも通知されている場合には、ハイパーリンク受付部１２２は、画像ＵＩＤも併せて対応
づけて一時記憶する。
【００７４】
　そして、レポート端末部１２０は、キー画像ハイパーリンク部１２３において、まず、
レポートＵＩＤと、ハイパーリンク情報としての画像ＵＩＤ（メモリに一時記憶されてい
る場合には、その画像ＵＩＤ）とを対応づけて、レポート設定情報記憶装置２００のハイ
パーリンク情報記憶部２２１に格納する（ステップＳ１１２）。
【００７５】
　続いて、レポート端末部１２０は、アノテーションハイパーリンク部１２４において、
ハイパーリンク情報をレポート設定情報記憶装置２００のハイパーリンク情報記憶部２２
１に格納する（ステップＳ１１３）。すなわち、アノテーションハイパーリンク部１２４
は、ステップＳ１１１においてメモリに一時記憶したオブジェクト種別およびオブジェク
ト情報と文字列および文字列位置との対応づけと、ステップＳ１１２において格納したレ
ポートＵＩＤと画像ＵＩＤとの組合せとを対応づけて、ハイパーリンク情報記憶部２２１
に格納する。
【００７６】
　その後、レポート端末部１２０は、ハイパーリンク受付部１２２において、レポート作
成の終了を受け付けたか否かを判定し（ステップＳ１１４）、受け付けない場合には（ス
テップＳ１１４否定）、再び、ステップＳ１０８に戻る。一方、画像ビューア部１３０は
、ステップＳ２０５においてオブジェクト種別およびオブジェクト情報をレポート端末部
１２０に通知した後、レポート作成の終了を通知されたか否かを判定し（ステップＳ２０
６）、通知されていない場合には（ステップＳ２０６否定）、再び、ステップＳ２０３に
戻る。
【００７７】
　次に、レポート表示装置による処理手順を説明する。図９－１および図９－２に示すよ
うに、実施例１においては、レポート端末部５２０と画像ビューア部５３０とが併行して
処理を行う。
【００７８】
　レポート端末部５２０は、レポート選択受付部５２１において、患者ＩＤ、患者名、検
査ＩＤ、装置ＩＤなどの付帯情報の入力を受け付ける（ステップＳ３０１～Ｓ３０４）。
そして、レポート選択受付部５２１は、受け付けた付帯情報を用いてレポート設定情報記
憶装置２００のレポート記憶部２２０を検索し、付帯情報に対応づけられたレポートを取
得して、レポート表示部５１２に表示する（ステップＳ３０５）。
【００７９】
　また、レポート選択受付部５２１は、ステップＳ３０５において付帯情報に対応づけら
れたレポートを取得する際に、付帯情報に対応づけられた画像ＵＩＤも取得しているので
、画像ＵＩＤを画像ビューア部５３０の医用画像表示制御部１３１に通知する（ステップ
Ｓ３０６）。
【００８０】
　一方、画像ビューア部５３０は、医用画像表示制御部５３１において、画像ＵＩＤをレ
ポート選択受付部５２１から通知されたか否かを判定している（ステップＳ４０１）。通
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知された場合には（ステップＳ４０１肯定）、医用画像表示制御部５３１は、通知された
画像ＵＩＤを用いて医用画像保管装置４００を検索し、該当する医用画像（もしくは医用
画像群）を取得して、医用画像表示部５１３に表示する（ステップＳ４０２）。
【００８１】
　さて、レポート端末部５２０は、ステップＳ３０６において画像ＵＩＤを画像ビューア
部５３０に通知した後、ハイパーリンク選択受付部５２２において、文字列の選択を受け
付けたか否かを判定している（ステップＳ３０７）。
【００８２】
　文字列の選択を受け付けた場合には（ステップＳ３０７肯定）、ハイパーリンク選択受
付部５２２は、選択を受け付けた文字列と文字列位置とを用いてレポート設定情報記憶装
置２００のハイパーリンク情報記憶部２２１を検索し、文字列と文字列位置とに対応づけ
て記憶されている画像ＵＩＤ、オブジェクト種別、およびオブジェクト情報を取得する（
ステップＳ３０８）。
【００８３】
　そして、ハイパーリンク選択受付部５２２は、ステップＳ３０８において取得した画像
ＵＩＤ、オブジェクト種別、およびオブジェクト情報を画像ビューア部５３０の医用画像
表示制御部５３１とアノテーション表示制御部５３３とに通知する（ステップＳ３０９）
。
【００８４】
　一方、画像ビューア部５３０は、医用画像表示制御部５３１とアノテーション表示制御
部５３３とにおいて、画像ＵＩＤ、オブジェクト種別およびオブジェクト情報をレポート
端末部５２０から通知されたか否かを判定している（ステップＳ４０３）。
【００８５】
　そして、画像ＵＩＤ、オブジェクト種別およびオブジェクト情報をレポート端末部５２
０から通知されたと判定した場合には（ステップＳ４０３肯定）、医用画像表示制御部５
３１は、画像ＵＩＤを用いて医用画像を特定し、医用画像表示部５１３に表示する（ステ
ップＳ４０４）。また、アノテーション表示制御部５３３は、オブジェクト種別を用いて
アノテーションオブジェクト記憶部５３２を検索し、オブジェクト情報に従ってアノテー
ションを医用画像表示部５１３に表示する（ステップＳ４０５）。
【００８６】
　なお、画像ビューア部５３０は、ステップＳ４０５において、アノテーションを医用画
像表示部５１３に表示した後、レポート表示終了をレポート端末部５２０から通知された
か否かを判定し（ステップＳ４０６）、通知されたと判定した場合には（ステップＳ４０
６肯定）、処理を終了する。通知されていないと判定した場合には（ステップＳ４０６否
定）、再び、ステップＳ４０３の処理に戻る。
【００８７】
　また、レポート端末部５２０は、ステップＳ３０９において、画像ＵＩＤ、オブジェク
ト種別およびオブジェクト情報を画像ビューア部５３０に通知した後、レポート表示終了
を受け付けたか否かを判定し（ステップＳ３１０）、受け付けたと判定した場合には（ス
テップＳ３１０肯定）、レポート表示を終了したことを画像ビューア部５３０に通知し（
ステップＳ３１１）、処理を終了する。受け付けていないと判定した場合には（ステップ
Ｓ３１０否定）、再び、ステップＳ３０７の処理に戻る。
【００８８】
［実施例１の効果］
　上記してきたように、実施例１におけるレポート設定情報記憶装置は、所見に含まれる
所定の文字列と当該文字列に対応する部位を医用画像中に明示するアノテーションとの対
応関係がモニタに表示されるように制御する制御情報を記憶する。また、実施例１におけ
るレポート作成支援装置は、所定の文字列と所定のアノテーションとが対応関係にあるこ
とを指定するハイパーリンク指定を受け付け、指定された文字列と指定されたアノテーシ
ョンとの対応関係をモニタに表示するように制御する制御情報をレポート設定情報記憶装
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置に格納する。一方、実施例１におけるレポート表示装置は、レポートと当該レポートに
対応する医用画像とをモニタに表示し、モニタに表示された所見について、所見に含まれ
る所定の文字列のハイパーリンクを実行するクリックを受け付けると、クリックされた文
字列を用いてレポート設定情報記憶装置を検索し、文字列に対応する制御情報を取得する
。そして、レポート表示装置は、取得された制御情報に従って、指定された文字列と当該
文字列に対応する部位を医用画像中に明示するアノテーションとの対応関係をモニタに表
示する。
【００８９】
　このようなことから、実施例１によれば、所見に含まれる所定の文字列と所定のアノテ
ーションとの対応関係をモニタに表示するように制御する制御情報が予め設定され、レポ
ート表示装置は、予め設定された制御情報に従ってアノテーションをモニタに表示する。
したがって、レポート参照者は、所定の文字列に該当する部位が医用画像中のどの部位で
あるのかを容易に特定することが可能になる。ひいては、診断時間の短縮、精度の高い診
断の支援が可能になる。
【００９０】
　また、実施例１におけるレポート作成支援装置は、ハイパーリンク指定を受け付ける際
に、モニタに表示された所見に含まれる所定の文字列の選択を受け付けるとともに、モニ
タに表示された医用画像中に作成された所定のアノテーションの選択を受け付け、選択を
受け付けたアノテーションがモニタ上をドラッグ＆ドロップされ、選択を受け付けた所定
の文字列に重ねられることで、ハイパーリンク指定を受け付ける。
【００９１】
　このようなことから、実施例１によれば、レポート作成者は、簡易な手法で、ハイパー
リンクを指定することが可能になる。
【実施例２】
【００９２】
［他の実施例］
　さて、これまで本発明の実施例１について説明してきたが、本発明は上記の実施例以外
にも、種々の異なる形態にて実施されてよいものである。
【００９３】
［表示態様に関する指定］
　上記の実施例１では、アノテーションに関する制御情報として、オブジェクト種別およ
びオブジェクト情報が設定される手法を説明してきた。しかしながら、本発明はこれに限
られるものではなく、アノテーションの制御情報として、アノテーションをモニタに表示
する際の表示態様に関する指定をさらに設定してもよい。なお、図１０は、実施例２にお
けるハイパーリンク情報記憶部を説明するための図である。
【００９４】
　例えば、レポート作成支援装置１００のアノテーション受付部１３２は、アノテーショ
ンの挙動として、「強調」、「点滅」、あるいは、その他のアニメーションの指定などを
受け付ける。そして、アノテーション受付部１３２は、受け付けた挙動情報をオブジェク
ト種別やオブジェクト情報とともにハイパーリンク受付部１２２に通知する。すると、ア
ノテーションハイパーリンク部１２４が、レポート設定情報記憶装置２００のハイパーリ
ンク情報記憶部２２１にオブジェクト種別やオブジェクト情報を格納する際に、挙動情報
も対応づけて格納する。
【００９５】
　一方、レポート表示装置５００のハイパーリンク選択受付部５２２は、オブジェクト種
別やオブジェクト情報とともに挙動情報も取得し、アノテーション表示制御部５３３に通
知する。すると、アノテーション表示制御部５３３は、オブジェクト種別やオブジェクト
情報に従ってアノテーションを表示する際に、さらに挙動情報にも従ってアノテーション
を表示する。
【００９６】
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　このように、レポート作成者によってアノテーションの挙動まで指定することができる
ので、適切な表示態様を任意に設定することが可能になる。
【００９７】
［所見と医用画像との対応関係］
　また、上記の実施例１では、所見と医用画像群（複数の医用画像）とが対応関係にあり
、また、所見に含まれる複数の文字列各々が、１つの医用画像に含まれる複数のアノテー
ション各々に対応する事例を説明した。しかしながら、本発明はこれに限られるものでは
ない。図１１は、所見と医用画像との対応関係を説明するための図である。本発明は、例
えば、図１１の（Ａ）に示すように、所見と医用画像とが１対１の対応関係にあり、かつ
、所見を表示すると同時にアノテーションとの対応関係をモニタに表示するものであって
もよい。例えば、所見に含まれる文字列が「骨頭下に外反変形があります。」の一文であ
った場合などには、所見を表示すると同時にアノテーションとの対応関係をモニタに表示
することができる。
【００９８】
　また、当然のことながら、本発明は、例えば、図１１の（Ｂ）に示すように、所見と医
用画像とが１対１の対応関係にあり、かつ、所見に含まれる１つの文字列を指定するハイ
パーリンクが実行されることで、アノテーションとの対応関係をモニタに表示することも
できる。また、本発明は、例えば、図１１の（Ｃ）に示すように、所見と医用画像とが１
対１の対応関係にあり、かつ、所見に含まれる複数の文字列各々が、１つの医用画像に含
まれる複数のアノテーション各々に対応するものであってもよい。
【００９９】
［対応関係の表示］
　また、上記の実施例１では、所見に含まれる文字列を指定するハイパーリンクが実行さ
れることで、アノテーションとの対応関係をモニタに表示する手法を説明してきた。しか
しながら、本発明はこれに限られるものではない。ハイパーリンク情報記憶部２２１が、
制御情報の一つとして、例えば、色情報を記憶してもよい。すなわち、ハイパーリンク情
報記憶部２２１が、文字列と文字列位置とオブジェクト種別とオブジェクト情報と色情報
とを対応づけて記憶し、アノテーション表示制御部５３３が、文字列をモニタに表示する
色と、アノテーションをモニタに表示する色とを合わせることで、文字列とアノテーショ
ンとの対応関係を表示してもよい。例えば、所見に含まれる複数の文字列各々が、１つの
医用画像に含まれる複数のアノテーション各々に対応する場合であっても、「赤」、「青
」、「黄」など、文字列とアノテーションとの組合せごとに異なる色で合わせて表示すれ
ばよい。
【０１００】
［システム構成等］
　なお、レポート作成支援装置とレポート設定情報記憶装置とを物理的に同じ装置で構成
したり、レポート表示装置とレポート設定情報記憶装置とを物理的に同じ装置で構成する
など、物理的な構成は任意である。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　以上のように、本発明に係る医用情報作成装置および医用情報表示装置は、医用情報を
作成することや医用情報と医用画像とを表示部に表示することに有用であり、特に、所定
の文字列に該当する部位が医用画像中のどの部位であるのかを容易に特定することに適す
る。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】実施例１におけるレポート表示装置およびレポート設定情報記憶装置の概要を説
明するための図である。
【図２】レポート作成支援装置、レポート設定情報記憶装置、およびレポート表示装置を
含むＰＡＣＳの全体構成を示すブロック図である。
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【図３】レポート作成支援装置およびレポート設定情報記憶装置の構成を示すブロック図
である。
【図４】レポート記憶部を説明するための図である。
【図５】ハイパーリンク情報記憶部を説明するための図である。
【図６】レポート表示装置およびレポート設定情報記憶装置の構成を示すブロック図であ
る。
【図７】アノテーションオブジェクト記憶部を説明するための図である。
【図８－１】実施例１におけるレポート作成支援装置による処理手順を示すフローチャー
トである。
【図８－２】実施例１におけるレポート作成支援装置による処理手順を示すフローチャー
トである。
【図９－１】実施例１におけるレポート表示装置による処理手順を示すフローチャートで
ある。
【図９－２】実施例１におけるレポート表示装置による処理手順を示すフローチャートで
ある。
【図１０】実施例２におけるハイパーリンク情報記憶部を説明するための図である。
【図１１】所見と医用画像との対応関係を説明するための図である。
【符号の説明】
【０１０３】
　１　ネットワーク
　１００　レポート作成支援装置
　１１０　通信部
　１１１　入力部
　１１２　レポート表示部
　１１３　医用画像表示部
　１２０　レポート端末部
　１２１　レポート受付部
　１２２　ハイパーリンク受付部
　１２３　キー画像ハイパーリンク部
　１２４　アノテーションハイパーリンク部
　１３０　画像ビューア部
　１３１　医用画像受付部
　１３２　アノテーション受付部
　２００　レポート設定情報記憶装置
　２１０　通信部
　２２０　レポート記憶部
　２２１　ハイパーリンク情報記憶部
　３００　医用画像診断装置
　４００　医用画像保管装置
　５００　レポート表示装置
　５１０　通信部
　５１１　入力部
　５１２　レポート表示部
　５１３　医用画像表示部
　５２０　レポート端末部
　５２１　レポート選択受付部
　５２２　ハイパーリンク選択受付部
　５３０　画像ビューア部
　５３１　医用画像表示制御部
　５３２　アノテーションオブジェクト記憶部
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　５３３　アノテーション表示制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８－１】

【図８－２】 【図９－１】
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【図９－２】 【図１０】

【図１１】
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